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「奈良大学情報処理セ ンター」第10号 発刊に寄せて

奈良大学長 水 野 正 好

1988年 春4月 、奈 良大学 は開学 以来 の華や か な雰 囲気 に包 まれ た。宝 来の地 にあ った学

舎 を、山陵の 地 に全面 新築 移転 、文学部 単科 の大学 が社 会学部 、教 養部 を新設 、清新 の気

あふ れる大学 に化身 した のであ る。 この時点 、宝来 の 旧校舎 にな く、新 しく構想 され、建

築 された施 設 が 「情報 処理 セ ンター」 であ った。新 築 な った校 舎 の中 で も、希望 と未 来の

輝 きを象徴 す る美 しい建物 であ り、そ のゆ った り した空 間、設 置 され た情 報機 器 は、将来

を見す え る存在 と して私 たちの 目を瞠 らせ る もの があ った。

新 しい教 育 、将来 の社会 の情 報化 を見通 しての教 育 ・研 究 が こ こに始 まる との想 ひが、

やが てその活動 の 中で実態 とな り、奈 良大学 の 中で定着 してい くようにな った。教室 はや

がて総合研 究棟 にまで拡 が り、多 くの学 生が この情 報処 理セ ン ター に学 び、 出入 りし、利

用 す る ようにな った。 阪神淡路 大震 災 の際 は本学情 報処理 セ ンターの大型機 器 が大活躍 、

地理学科碓 井先 生 と多 くの学 生、 セ ンター教職 員 の援 助 で大 きな社 会貢献 を果 たす ことが

出来 、周 囲の注 目をあび 、感 謝 され た。教 員0人0人 、学生 の個 々の研 究 で もセ ンターの

利 用 は恒常 化 、本年度 か らの情 報教 育必修 化 の カ リキュ ラム も着 々 と進展 し、大 学 の設 置

施 設 と して0層 その効 を発揮 しつ つあ る。

情報処 理 セ ンターで は平 成2年 よ り、セ ンターの活動 を、 また利 用 した研 究 成果 を公 表

す る企 画 を樹 て、 『奈 良大学 情報 処 理 セ ンター年 報」 の発 刊 を始 め た。順 調 に年次 を遂 い

刊 行 、本 年度 で第10号 を刊行 す る こ ととなった。澱 み な く着 々 と歩 み行 く姿 は本 誌 をひ も

と くこ とで読 み取 れ、研 究 に とって も教 育 に とって も如何 に情 報が 重要 であ り、セ ンター

が活用 され てい るかが理解 して いた だけ るデー タとなって いる。学 生の情 報教 育の必修 化

は恐 ら く0層 のセ ンター の重 要性 、新 しい側面 を開拓 す るこ と とな り、将 来 その利用 を基

礎 に奈 良大 学 に新 しい 「学」が誕 生 して くる もの と思 われ る。施 設の0層 の充実 とセ ンター

教 職員 の0層 の活動 に よって、 この年報 が年 々充実 し、20号 、30号 と続 くよ う願 う もので

あ る。機 会あ るた びに補助 、援 助 下 さる文部省 大学 局 をは じめ関係 者の ご厚 意 に も感謝 し、

未来 に向けて の大前進 、大発 展 を とげたい との想 ひ切 なる ものが ある。
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